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本市において、農林産物の生産活動を行っている優良な生産者を「美馬市ブランド認定生産者」に認
定し、美馬市ブランド認定生産者マークの使用を認めるものです。下記の日程で事業講習会を開催しま
すので、美馬市ブランド認定生産者の新規認定、更新を希望される方は必ず参加してください。
講習を受講される方は、農林課まで連絡してください。
●認証の対象
美馬市内に住所を有する者、本店または事業所が美馬市内に存在する事業者。
●認証までの流れ
講習会を４回以上受講した後、申請書を提出していただきます。全ての講習会日程終了後、「美馬市ブ
ランド認定生産者選定委員会」で審査を行い、認定生産者として認定します。（農薬適正使用及び食品表
示に関する講習を必ず受講してください。）

■美馬市認定生産者ブランディング事業講習会について

●場所 美馬市役所 北館 １０１・１０２会議室

【問】農林課緯５２－５６０９

時 間内 容日 付

午後１時30分～
約１時間程度

青果物流通の現状と課題9月27日（木）第１回

前
期

土作りについて10月03日（水）第２回

食品表示について10月17日（水）第３回

農薬の適正使用について10月24日（水）第４回

中山間地に適した青果物について11月07日（水）第５回

後
期

食品表示について11月14日（水）第６回

農薬の適正使用について11月21日（水）第７回

農産物の加工品作りについて11月28日（水）第８回

■
林
家
三
平
ふ
れ
あ
い
会

開
催
！

美
馬
市
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

市
民
ホ
ー
ル
イ
ベ
ン
ト

■
高
嶋
ち
さ
子

12
人
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト

女
神
た
ち
の
華
麗
な
る
音
楽
会

チ
ケ
ッ
ト
販
売
開
始
！

●
日
時

10
月
7
日
（
日
）

午
前
11
時
～
／
午
後
2
時
～

（
２
回
公
演
）

●
場
所

脇
町
劇
場
オ
デ
オ
ン
座

●
出
演
者

林
家
三
平
、
国
分
佐
智
子
、

翁
家
勝
丸
、
ロ
ケ
ッ
ト
団

●
入
場
料

前
売
り
券

２
，
０
０
０
円

当
日
券

２
，
５
０
０
円

（
小
学
生
以
下

１
，
０
０
０
円
）

●
前
売
り
券
販
売
所

脇
町
劇
場
オ
デ
オ
ン
座
、
吉
田
家
住

宅
、
藍
蔵
、
美
馬
観
光
ビ
ュ
ー
ロ
ー
、

観
光
課
、
各
庁
舎
・
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
窓
口

Ӓ問
美
馬
観
光
ビ
ュ
ー
ロ
ー

緯
５
３

－
８
５
９
９

観
光
課
緯
５
２

－
５
６
１
０

毎
年
恒
例
「
林
家
三
平
ふ
れ
あ
い
会
」

を
開
催
し
ま
す
！

市
観
光
大
使
の
林
家
三
平
さ
ん
に
よ

る
落
語
の
ほ
か
、
国
分
佐
智
子
さ
ん
に

よ
る
童
話
の
朗
読
、
翁
家
勝
丸
さ
ん
に

よ
る
太
神
楽
、
ゲ
ス
ト
芸
人
に
よ
る
漫

才
シ
ョ
ー
な
ど
、
見
所
満
載
の
イ
ベ
ン

ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。

●
チ
ケ
ッ
ト
販
売

９
月
24
日

午
前
10
時

開
始

煙
電
話
受
付

９
月
25
日

午
後
１
時

開
始

●
開
催
日
時

平
成
31
年
１
月

31

12
日
（
土
）

開
演

午
後
２
時
30
分

（
開
場

午
後
２
時
）

●
場
所

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

「
ミ
ラ
イ
ズ
」

市
民
ホ
ー
ル

●
料
金

全
席
指
定
５
千
円

●
販
売
場
所

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

「
ミ
ラ
イ
ズ
」
総
合
事
務
室

緯
５
３

－

１
１
０
２
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国
民
年
金
加
入
者
の
方
で
、
所
得
が
少

な
い
と
き
や
失
業
等
に
よ
り
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
本
人

の
申
請
に
よ
っ
て
、
保
険
料
の
納
付
が
免

除
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

●ϧ
免
除
申
請
（
全
額
免
除
・
一
部
免
除
）

本
人
、
配
偶
者
、
世
帯
主
そ
れ
ぞ
れ
の

前
年
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
や
失

業
等
の
事
由
が
あ
る
場
合
、
保
険
料
の

納
付
が
全
額
免
除
ま
た
は
一
部
免
除
と

な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
一
部
免
除
は
減

額
さ
れ
た
納
付
書
で
納
付
し
な
け
れ
ば

未
納
と
な
り
ま
す
。

●２
納
付
猶
予
申
請

20
歳
以
上

20

50
歳
未
満
の
方
で
、
本
人
、

配
偶
者
そ
れ
ぞ
れ
の
前
年
所
得
が
一
定

額
以
下
の
場
合
、
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま

す
。

●３
学
生
納
付
特
例
申
請

学
生
の
方
で
本
人
の
前
年
所
得
が
一

定
額
以
下
の
場
合
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま

す
。

■
遡
っ
て
免
除
申
請
が
で
き
る
の
は
２
年

前
ま
で

保
険
料
の
納
付
期
限
か
ら
２
年
を
経
過

し
て
い
な
い
期
間
に
つ
い
て
、
遡
っ
て
免

除
等
を
申
請
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
申
請

が
遅
れ
る
と
万
が
一
の
と
き
に
障
害
年
金

が
受
け
取
れ
な
い
な
ど
の
不
利
益
が
生
じ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

Ӓ問
保
険
健
康
課
緯
５
２

－
５
６
０
１

阿
波
半
田
年
金
事
務
所

緯
６
２

－

５
３
５
０

水
道
部
で
は
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
人
を

次
の
と
お
り
募
集
し
て
い
ま
す
。
定
員
に

達
す
る
ま
で
、
随
時
受
け
付
け
を
し
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

●
応
募
資
格

市
内
在
住
の
満
70
歳
未
満

で
、
検
針
作
業
を
適
正
に
行
え
る
方

●
仕
事
内
容

ハ
ン
デ
ィ
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
携

帯
用
端
末
）
を
使
用
し
水
道
メ
ー
タ
ー
の

検
針
を
行
う

煙
検
針
地
区

脇
町

煙
検
針
期
間

２
ヶ
月
に
１
回
（
奇
数
月
）

●
委
託
料

煙
検
針
委
託
料

１
件
に
つ
き
１
０
０
円

煙
量
水
器
保
守
点
検
料

１
回
に
つ
き
５
千
円

●
応
募
方
法

履
歴
書
を
郵
送
ま
た
は
持
参

（
送
付
先

〒
7
7
1

－

2
1
0
6

美
馬
市

美
馬
町
字
大
宮
西
48

－

２

水
道
部
業
務
課
）

●
採
用
方
法

面
接

Ӓ問
業
務
課
緯
６
３

－

２
２
３
６

■
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す

■
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
人
を
募
集
し
ま
す

子犬や子ねこが生まれても育てる自信がないときは、

避妊・去勢手術を受けましょう。手術代を助成する制度

がありますので、ご利用ください。

●対 象 美馬市在住で犬（登録と平成30年度の狂

犬病予防注射を受けていること）やねこ

を飼育されている方

●助成額 １頭 ５，０００円（上限頭数１２０頭）

※手術時に手術料金から差し引きます。
軸 雫宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍

●申込方法 官製往復はがきで徳島県獣医師会までお

申し込みください。

※１頭につき、往復はがき１枚でお申し

込みください。

※上限頭数を超えた場合は抽選の上、当

選者に返信はがきでご連絡します。

（申込先：〒770-8007 徳島市新浜本町二

丁目３番６号）

●申込期間 １０月１日から１０月３１日（必着）

●記載事項 右の図を参照してください。

■犬・ねこの避妊・去勢手術の助成制度があります

【問】環境下水道課（環境担当）緯５２－８０２０
徳島県獣医師会 緯０８８－６６３－６６０７
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■市内一斉清掃実施のお知らせ

周辺地域の美化推進活動として、市内一斉清掃を次の日時に実施します。市民の皆さん、地域の事業所の皆さん

にはご協力をお願いします。

●日時 穴吹・美馬地区 １０月 ７日（日） 午前８時～午前１０時

脇地区 １０月２８日（日） 午前８時～午前１０時

●清掃範囲 自治会内の道路・公園・空き地等に投棄されているもやせるごみ・

もやせないごみ・あきカン・あきビン・ペットボトルを収集する。

●注意点 煙家庭からのごみは集積場所に出さない

煙一斉清掃専用ごみ袋は一斉清掃日のごみ収集以外には使用しない

煙ごみの飛散防止のため、ごみ袋の口はしっかりと縛ること

※次のごみは当日収集できませんのでご注意ください。

焔上記以外のごみ 焔午前10時以降に出されたごみ

焔家電四製品やパソコン、タイヤ、バッテリー等

●一斉清掃実施自治会への専用ごみ袋配付について

一斉清掃専用ごみ袋を環境下水道課及び各市民サービスセンターにて、下記の時間で自治会長へお渡しします。

●一斉清掃用ごみ袋配布時間

煙美馬町市民サービスセンター・環境下水道課

平日 午前８時３０分～午後５時

煙脇町市民サービスセンター

平日及び日曜日 午前９時３０分～午後６時

※上記時間内にお越しになれない場合は、一斉清掃前日の土曜日午前８時30分～午後５時の間に穴吹庁舎及び美馬

町市民サービスセンターでも配布を行いますので、こちらもご活用ください。

注）各自治会のごみ集積場所及び別日実施自治会の実施日は、自治会長へご確認ください。

別日実施自治会一覧

自治会名

中 村 Ӓ美野田ノ井南段 池 梅蕨 草芝 坂 東土 ヶ 久 保

自治会名

西 荒 川城切 久 保喜 来 Ӓ美駅 中 央小 長 谷

東 荒 川 Ӓ美中 西入 倉和 進蛭 子東 宗 重 北

東 原八 幡 Ӓ美西 村天 神駅 西東 宗 重 南

突 出谷 口宮 北井 川中 山 路 北東宗重中島

野田ノ井北露 口上 野岡 Ӓ美中 山 路 東中 宗 重 東

ナロヲ第１中 野 Ӓ美中 鳥坊 僧中 山 路 中中 宗 重 中

宗 ノ 分竹 ノ 内鍵掛滝ノ宮中 山 路 西中 宗 重 西

沼 田中 上大 久 保 Ӓ美中 山 路 南駅 東

市内一斉清掃実施自治会一覧（美馬地区）
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自治会名

古 宮西 谷西 成 戸奈 良 坂 上辻中 村 Ӓ穴繭 光南 部

明連団地第２渕 名 １東 成 戸市 場中西 分谷 東東 舞 東

明連団地第１渕 名 ２尾 山 Ӓ穴岡 Ӓ穴藪 ノ 下岩 手谷 西東 舞 西

中島団地第２調 子 野平 馬穴 吹 中 央畑 中岩 手 上宮 成観 音 堂

中島団地第３梶 山初 草上 谷柏北 岡 １舞三 島 中 央

中島団地第５宮 内 西初 草 上中 屋常 盤北 岡 ２宮 原土 井 Ӓ穴

成 戸 団 地宮 内 東仕 出 原宝井 手 端北神 田庄 舞

奈良坂第3団地知 野西 山市 ノ 下奈 良 坂盤 若東 分大 原

丸 山中 野 宮新 山奈 良 坂 中大 平 台石 神東 渓

市内一斉清掃実施自治会一覧（穴吹地区）

別日実施自治会一覧

自治会名

喜 来 Ӓ穴川瀬・大佐古田 方中 野 Ӓ穴

由 佐 団 地田 野 内猿 飼首 野

自治会名

川 原 町中 町中 央 Ӓ脇友 愛 町山 路中 熊開 拓加 重

小 星佐 城高 校 前錦 町池の端北部釜 の 池下 曽 江 南上 棚 田

滝 山新 町 東北町東之町中 樽 井東 鎌 倉宮 井下 曽 江 北棚 田

梨 子 木新 町 南北町中之町西 ノ 久 保池の端南部夏 子中 曽 江共 進

横 倉新 町 北北町西之町土 井 Ӓ脇稲 田 町相 平新 田春 日

川 原 柴西 大 谷 奥北 島原坂 上 町清 水 下貞 安拝 東 南

暮 畑田 上本 町北 庄中 村 Ӓ脇清 水 上美 村拝 東 北

北 庄 団 地別 所 浜 東島 口 東伏 飛新 道御 所 野赤 谷拝 中

別 所 浜 西島 口 西古 作西 の 丁金 川落 合拝 西

野 村 東大 工 町柴 床 北坂 下冬 畑藤 川拝 北 南

野 村朝 日 町柴 床 南猪尻仲ノ町天 王 下広 棚拝 北

市内一斉清掃実施自治会一覧（脇地区）

別日実施自治会一覧

自治会名

下 中 野木 ノ 内上 の 原馬 木東 大 谷 口段西 上 野 北椚 野

井 口岩 倉助 松東 大 谷 奥西 大 谷 口西 上 野 南西 鎌 倉
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地域レポート

―

レポート

平成30年度徳島県スポーツ推進委員研修会が東みよし

町役場三加茂庁舎で開催され、美馬市スポーツ推進委員の

犬伏啓喜さん、古川省三さん、藤澤満希さんが表彰されま

した。この表彰は長年にわたり地域における体育・スポー

ツの健全な普及発展に寄与した功績が認められたもので

す。

７/１ 徳島県
スポーツ推進委員
連絡協議会
会長表彰

７/１２
～

広島県へ緊急消防援助隊
を派遣

美馬市消防本部は、平成30年７月豪雨災害に伴い、緊急

消防援助隊徳島県大隊として７月12日から28日までの間

に延べ20名の消防職員と消防ポンプ車１台を派遣しまし

た。派遣隊員は、広島県安芸郡坂町において猛暑の中、早

朝から夕方まで行方不明者の捜索活動を行いました。

今回の派遣経験を活かして訓練を重ね、災害に対して万

全の体制を整えていきます。

中学生認知症サポーター養成講座 受講

事前のアンケートでは、「記憶を忘れるので怖いというイメー
ジがある。」「悲しい。」などのイメージがありました。受講後は、
「周りの人の接し方次第で良くなっていくことがわかり、サポー
トしていきたいと思う。」「認知症の人と関わることがあると思う。
その際に今日学んだ事を生かしたい。」など心強い意見がありま
した。

５/２８ 三島中学校３年生

６/２９ 穴吹中学校３年生
受講後の感想文では、「講座を受ける前は、認知症は怖いイ
メージがあったけど、接し方一つで変えることができる事を学ん
だ。認知症のかたが身近にいたら、本人や家族の大変さを理解し
てあげたい。」「認知症について正しく知っておくべきだと思う。」
などの前向きな意見がありました。

受講後の感想文では、「私の家には祖母がいて、最近もの忘れ
が出てくるようになりました。今日の講座を聴いて、何より一番
大切なのは、笑顔で楽しく会話をすることだと思うので、進んで
コミュニケーションをしたいです。また自分の家だけでなく、周
りの地域の方々にも目を向けて、正しい方法で接したいです。」な
ど、思いやりのある意見がありました。

７/１３ 江原中学校３年生
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７月は“社会を明るくする運動”の強調月間として、す

べての国民が犯罪や非行の防止と、罪を犯した人たちの更

生に理解を深め、それぞれの立場で力を合わせ、犯罪や非

行のない明るい社会を築こうとする運動が展開されてい

ます。美馬市でも、美馬地区保護司会や更生保護女性会な

どの参加のもと、次の行事が行われました。

●内閣総理大臣メッセージ伝達式（７月２日）

美馬市役所において、犯罪のない幸福な社会づくりのた

めのメッセージが、保護司会の森会長から藤田市長に伝達

されました。

●第68回“社会を明るくする運動”美馬地区決起大会

（７月27日）

美馬福祉センターにおいて開催され、釋子道子さんが

「人は誰のために 何のために生きていくのか」と題して、

記念講演を行いました。

７/１～ “社会を明るくする運動 強調月間”

７/２２
～

第31回徳島県
消防操法大会に出場

徳島県消防学校で開催された第31回徳島県消防操法大

会小型ポンプの部に脇町方面隊第９分団と第10分団から

選抜された団員の方が、美馬市消防団を代表して出場しま

した。

大会では惜しくも入賞を逃がしましたが、暑さにも負け

ず日頃の訓練の成果を堂々と披露しました。

今回の大会を通じて培った技術と精神を安心安全のま

ちづくりのために活かしていきます。

７/１７
～

美馬市親睦ソフトボール・
軟式野球大会

ソフトボール大会及び軟式野球大会が、市内よりソフト

ボール８チーム・軟式野球７チーム参加のもと、14日間に

わたって連日熱戦が繰り広げられました。大会結果は、以

下のとおりです。

●ソフトボール決勝

焼き鳥伊勢右衛門 ５－４ 脇町教員クラブ

●軟式野球決勝

シルバーバックス ５－１ ねずみクラブ
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８/３ パイクさんに感謝状を贈呈

美馬市国際交流員として５年間勤められたパイク・ヴァ

ン・ゾンさんに対し、藤田市長から感謝状が贈呈されまし

た。パイクさんは、｢美馬は第二のふるさとになりました。

オランダに帰ってからも美馬市をＰＲしたいです。｣と感

謝の言葉を述べられました。帰国後もオランダと美馬市

の架け橋となり、さらなる活躍を期待しています。

８/１５ 第34回全国小学生陸上競技
交流大会出場 表敬訪問

第34回全国小学生陸上競技交流大会徳島県選手選考会

で、ジャベリックボール投げに出場した平岡未羽さん（美

馬小）が優勝を果たし、全国大会に徳島県代表選手として

出場しました。その出場報告をするため、大会前に市長を

表敬訪問しました。なお、平岡さんは８月18日に開催さ

れた全国大会において、県予選の記録を大幅に上回る

50m76を記録し、全国第２位を勝ち取りました。今後の活

躍を期待しております。

元山コユキさん（西谷）が８月22日に100歳の誕生日を迎えられ、県や市から

祝い状などが贈られました。

元山さんは大正７年生まれ。これからもお元気でお過ごしください。

８/１７
～

競技力向上に向けて、
夏期合宿を開催

美馬市陸上競技協会は、長距離競技のレベルアップに向

けて、８月17日から7日間の日程で、夏期合宿を開催し

ました。市内中学生、つるぎ高校陸上部の選手や一般選手

も加わり、高地で、ハイレベルなトレーニングを行いまし

た。合宿の成果を基に、参加者全員が徳島駅伝大会や各種

大会で活躍できるよう、更なる飛躍を狙っています。皆さ

んのあたたかいご声援をお願いします。

100歳おめでとうございます
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み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
！

サ
テ
ラ
イ
ト

オ
フ
ィ
ス
誘
致
を
担
当
し
て
い
る
好
川
一

明
で
す
。

皆
さ
ん
「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
う

言
葉
を
聞
か
れ
た
こ
と
あ
り
ま
す
か
？

「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
と
は
「
ワ
ー
ク
（
仕

事
）」
と
「
バ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
休
暇
）」
を

組
み
合
わ
せ
た
米
国
発
の
造
語
で
、
休
暇

中
に
国
内
外
の
旅
行
先
な
ど
で
仕
事
を
す

る
よ
う
な
働
き
方
の
こ
と
で
す
。

そ
う
聞
く
と
「
旅
行
中
も
仕
事
し
な

き
ゃ
い
け
な
い
の
？
」
と
思
う
方
も
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
例
え
ば
会
議
な
ど

が
あ
っ
て
1
週
間
の
う
ち
1
日
だ
け
休
め

な
い
日
が
あ
る
よ
う
な
場
合
で
も
、「
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を
使
っ
て
そ
の
日
だ
け
旅

先
で
仕
事
を
す
れ
ば
、
そ
れ
以
外
の
日
は

休
む
こ
と
が
で
き
て
長
期
休
暇
を
取
得
し

や
す
く
な
り
ま
す
。
う
ま
く
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
、
仕
事
が
忙
し
く
て
な
か

な
か
休
み
を
と
れ
な
い
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ

ン
の
「
柔
軟
な
働
き
方
」
に
つ
な
が
る
と

期
待
さ
れ
て
お
り
、
昨
年
か
ら
日
本
航
空

の
よ
う
な
大
企
業
で
も
「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ

ン
」
制
度
の
導
入
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
じ
わ
じ
わ
拡
が
り
つ
つ
あ
る

「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
で
す
が
、
こ
う
い
っ

た
働
き
方
が
進
ん
で
い
る
の
は
や
は
り
海

外
の
国
々
。
今
回
ド
イ
ツ
人
の
ご
家
族
が
、

日
本
で
「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を
体
験
す

る
た
め
、
美
馬
市
を
訪
れ
ま
し
た
。
今
回

は
お
母
さ
ん
が
仕
事
、
お
父
さ
ん
と
子
供

２
人
は
休
暇
。「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
体
験
」

と
い
う
こ
と
で
、
美
馬
市
の
サ
テ
ラ
イ
ト

オ
フ
ィ
ス
体
験
施
設
「
創
～
s
o
～
」
を

拠
点
に
、
川
遊
び
や
地
域
の
方
々
と
の
ふ

れ
合
い
を
楽
し
み
な
が
ら
仕
事
を
こ
な
し
、

一
家
全
員
が
満
足
し
て
帰
国
さ
れ
ま
し
た
。

美
し
い
自
然
が
残
り
、
都
会
か
ら
遠
く

は
離
れ
て
お
ら
ず
生
活
イ
ン
フ
ラ
が
整
っ

て
い
る
美
馬
市
は
、
滞
在
を
楽
し
み
な
が

ら
仕
事
す
る
「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
に
は

案
外
良
い
場
所
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
う
い
っ
た
「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
で
海

外
の
方
や
都
会
に
住
む
方
が
た
く
さ
ん
美

馬
市
を
訪
れ
る
よ
う
に
な
る
と
い
い
で
す

ね
。こ

う
い
っ
た
取
り
組
み
が
拡
が
っ
て
い

く
よ
う
、
今
後
も
い
ろ
い
ろ
な
形
で
頑

張
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
ど
う
か
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
！

地域おこし協力隊員 好川 一明

大理の名産物について

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
最
近

も
ま
だ
ま
だ
暑
い
で
す
ね
。
私
の

出
身
地
の
雲
南
の
緯
度
は
沖
縄
よ

り
低
い
た
め
日
本
よ
り
暑
い
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
で
す
が
、
雲
南
の
地

域
は
標
高
が
高
く
内
陸
に
属
し
ま

す
か
ら
夏
は
あ
ま
り
暑
く
な
い
で

す
。
今
年
は
初
め
て
日
本
の
暑
さ

を
体
験
し
て
い
ま
す
。

暑
い
と
き
は
、
食
欲
不
振
に
な

り
ま
す
ね
。
こ
ん
な
と
き
に
は
、

甘
酸
っ
ぱ
い
飲
み
物
を
飲
ん
だ
り
、

旬
の
お
菓
子
や
す
っ
ぱ
い
梅
干
し

を
食
べ
る
の
が
お
す
す
め
で
す
。

実
は
、
大
理
に
も
梅
で
作
ら
れ

た
「
雕
梅
（diāo

méi

）
デ
ィ
オ

メ
イ
」
と
い
う
名
前
の
名
産
物
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
青
梅
を
原
料

と
し
て
作
ら
れ
た
お
菓
子
で
す
が
、

日
本
の
梅
干
し
の
作
り
方
と
少
し

違
い
ま
す
。

「
雕
梅
」
の
作
り
方

は
、
ま
ず
洗
っ
た
梅

を
石
灰
水
に
４
時
間

以
上
浸
し
て
、
青
梅

の
渋
味
を
落
と
し
ま

す
。
そ
れ
か
ら
、
浸

し
た
梅
を
少
し
乾
か

し
ま
す
。
次
は
、
彫

刻
用
の
ナ
イ
フ
で
梅

の
肉
に
幾
つ
か
直
線

を
彫
っ
て
、
直
線
の

す
き
間
か
ら
梅
の
種

を
取
り
出
し
ま
す
。
そ
の
後
、
種

を
取
り
出
し
た
梅
を
水
に
入
れ
、

塩
を
少
し
か
け
て
梅
の
酸
味
を
落

と
し
ま
す
。
そ
れ
か
ら
容
器
に
入

れ
て
、
赤
糖
と
蜂
蜜
を
た
く
さ
ん

か
け
ま
す
。
数
ヶ
月
後
、
梅
が
黄

金
色
に
な
っ
た
ら
、
甘
酸
っ
ぱ
く

て
美
味
し
い
「
雕
梅
」
の
出
来
上

が
り
で
す
。

も
う
一
つ
皆
さ
ん
に
紹
介
し
た

い
大
理
の
名
産
物
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
「
乳
扇
（r

ǔ
s
h
à
n

）
ル

シ
ャ
ン
」
で
す
。
意
味
は
漢
字
の

通
り
に
、
牛
乳
で
作
ら
れ
た
扇
子

の
よ
う
な
食
べ
物
で
す
。「
乳
扇
」

の
作
り
方
も
簡
単
で
す
。
ま
ず
は

新
鮮
な
牛
乳
を
沸
か
し
ま
す
。
そ

し
て
、
沸
か
し
た
牛
乳
に
ボ
ケ
の

実
で
作
ら
れ
た
お
酢
を
入
れ
て
、

冷
え
る
の
を
待
ち
ま
す
。
冷
え
た

そ
の
牛
乳
が
柔
ら
か
い
チ
ー
ズ
の

よ
う
に
な
っ
て
、
そ
れ
を
細
い
竿

に
巻
い
て
乾
か
し
た
ら
「
乳
扇
」

の
出
来
上
が
り
で
す
。

「
乳
扇
」
は
大
理
の
名
産
物
と
し

て
、
大
理
古
城
で
よ
く
売
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
売
ら
れ
て
い
る

大
人
気
な
の
は
薔
薇
の
ソ
ー
ス
が

入
っ
た
焼
き
「
乳
扇
」
で
す
。

大
理
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
ら
、

ぜ
ひ
食
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

国際交流員レポート

張
チョウ

曙薇さん
ショビ

上 梅で作られた「雕梅」
下 大理の名産物「乳扇」
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一
度
中
断
し
た
催
し
を
再
度
復
活
さ
せ
る

と
い
う
の
は
、
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

し
て
や
昨
今
の
ご
と
く
高
齢
化
、
少
子
化
が

深
刻
な
地
域
事
情
に
あ
っ
て
は
、
な
お
さ
ら

の
こ
と
と
言
え
ま
す
。

そ
ん
な
中
、
長
年
途
絶
え
て
い
た
「
廻
り

お
ど
り
」
を
見
事
復
活
さ
せ
て
み
せ
た
の
が
、

脇
町
小
星
地
区
の
「
小
星
廻
り
お
ど
り
保
存

会
（
中
野
耕
次
郎
会
長
）」
の
み
な
さ
ん
。
今

か
ら
15
年
前
、
そ
れ
ま
で
小
星
公
園
で
清
掃

の
奉
仕
活
動
を
行
っ
て
い
た
有
志
５
～
６
人

が
「
地
域
を
盛
り
上
げ
る
た
め
に
何
か
を
始

め
な
け
れ
ば
！
」
と
話
し
合
い
、
こ
の
催
し

の
復
活
を
志
し
た
の
が
き
っ
か
け
と
言
い
ま

す
。「廻

り
お
ど
り
な
ら
、
昔
か
ら
あ
っ
た
催

し
な
の
で
地
域
の
人
た
ち
に
も
馴
染
み
が
あ

る
。
自
然
と
賑
わ
う
の
で
は
な
か
ろ
う
か
、

そ
う
思
っ
た
ん
で
す
よ
」
と
中
野
会
長
。

狙
い
は
予
想
通
り
、
例
年
会
場
と
な
っ
て

い
る
小
星
集
会
所
に
３
０
０
名
く
ら
い
の
来

場
者
が
浴
衣
姿
に
身
を
包
み
、
真
夏
の
一
夜

を
賑
わ
せ
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
の
準
備
は
、
３
ヶ
月
前
か
ら
。

当
年
度
の
企
画
に
つ
い
て
綿
密
に
打
合
せ
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
男
性
は
３
日
前
か
ら
櫓

（
や
ぐ
ら
）
を
組
ん
だ
り
、
提
灯
を
つ
り
下
げ

た
り
、
女
性
は
当
日
の
祭
り
の
献
立
づ
く
り

や
準
備
に
当
た
り
ま
す
。

近
く
の
小
星
園
や
ル
キ
ー
ナ
・
う
だ
つ
、

ス
カ
イ
ピ
ア
か
ら
駆
け
つ
け
て
く
れ
る
人
た

ち
と
の
連
携
も
大
き
な
チ
カ
ラ
。
当
日
は
露

店
の
設
営
や
会
場
準
備
、
進
行
に
精
一
杯
の

後
押
し
を
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

副
会
長
の
青
木
美
智
子
さ
ん
は
言
い
ま
す
。

「
小
星
地
区
は
、
脇
町
の
西
エ
リ
ア
に
位
置

し
、
比
較
的
恵
ま
れ
た
立
地
条
件
に
あ
り
ま

す
。
そ
れ
で
も
、
高
齢
化
と
若
者
の
里
離
れ

は
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、
こ
う

し
た
お
祭
り
ご
と
を
通
じ
て
地
域
の
交
流
を

深
め
た
い
と
考
え
て
い
る
ん
で
す
。
支
え
合

う
心
を
育
ん
で
地
域
を
守
っ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
」。

支え合う心を育まなければ、

地域は保たない。
も

“小星廻りおどり大会”を再生！

集落支援員 山本 芳明 坂東 美智子

小星廻りおどり保存会
会長・中野耕次郎（会員数・40名）

集
落
支
援
員
新
任

あ
い
さ
つ

平
成
30
年
８
月
１
日
に
、
集
落

支
援
員
と
し
て
國
安
尚
子
さ
ん

が
着
任
さ
れ
ま
し
た
。

國
安
さ
ん
は
、
先
任
の
鎌
田
支

援
員
と
と
も
に
、「
郡
里
地
域
活

動
セ
ン
タ
ー
（
旧
郡
里
小
学
校
）」

及
び
「
喜
来
地
域
活
動
セ
ン
タ
ー

（
旧
喜
来
小
学
校
）」
を
活
動
拠
点

と
し
て
、
様
々
な
地
域
活
動
の
企

画
・
運
営
支
援
に
当
た
る
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。
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木
具
き

ぐ

快
成
く
ん

美
馬
町

か
い
せ
い

「
1
歳
お
め
で
と
う
！
こ
れ
か
ら
も
天
使
の

笑
顔
を
届
け
て
ね
！
」

林

義
修
く
ん

穴
吹
町

は
や
し

よ
し
み
ち

「
初
め
て
の
夏
、
思
い
出
い
っ
ぱ
い
で
き
た

ね
。」

逢
坂

お
お
さ
か

咲
嬉
ち
ゃ
ん

穴
吹
町

さ

き

「
1
歳
お
め
で
と
う
四
元
気
に
大
き
く
な
っ

て
ね
嗣
」

石井岳くん 脇町

いしい がく

「1歳おめでとう。毎日笑いをあり
がとう。」

藤
田
ふ
じ
た

結
衣
ち
ゃ
ん

美
馬
町

ゆ

い

「
お
め
で
と
う
嗣
元
気
に
お
お
き
く
な
あ
れ

♪
」

川
田

将
人
く
ん

脇
町

か
わ
た

し
ょ
う
と

「
1
歳
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
！
将
人
大
好

き
嗣
」

樫
尾

一
颯
く
ん

脇
町

か
し
お

い
ぶ
き

「
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
。
元
気
に
大
き
く

育
っ
て
ね
！
」

井
口

奏
翔
く
ん

脇
町

い
ぐ
ち

そ
う
と

「
お
め
で
と
う
！
自
分
を
持
っ
て
大
き
く

な
っ
て
ね
嗣
」

酒巻心くん 脇町

さかまき しん

「1歳おめでとう！元気に大きく
なってね四」

上
岡

う
え
お
か

和
花
ち
ゃ
ん

脇
町

わ

か

「
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
四
わ
ー
ち
ゃ
ん
大

好
き
よ
嗣
」

細
川

ほ
そ
か
わ

雅
帆
ち
ゃ
ん

脇
町

ま

ほ

「
四
祝
1
歳
四
い
つ
も
笑
顔
あ
り
が
と
う

!
」
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☆みましりつとしょかん将棋サロン

参加者同士で練習対局ができます。

将棋好きの友人を見つける交流の場所としてもご活用

ください。子どもから大人まで、どなたでも参加いただ

けます。

日 時 ９月２日（日）・16日（日） 午後２時～５時

場 所 おはなしのハコ

対 象 小学生～一般

参加費 無料

※申込み不要です。直接会場までお越しください。

☆えいごでおはなし会

ボランティアによる英語絵本のおはなし会。みんなで

英語に親しみましょう!!

日 時 ９月15日（土） 午後２時～２時30分

場 所 おはなしのハコ

対 象 幼児～小学生

参加費 無料

※申し込み不要です。直接会場までお越しください。

☆みんなでシネマ「怪盗グルーの月泥棒」

図書館で映画の上映会をします。

今回は、「怪盗グルーの月泥棒」

史上最大級の泥棒をたくらむグ

ルーとミニオン達がくりひろげる、

ドタバタアクション映画です!!友

達、家族でぜひご参加ください。

日 時 ９月17日(月・祝)

①午前10時20分～12時

②午後１時20分～３時

場 所 おはなしのハコ

対 象 幼児～中高生（保護者同伴可）

参加費 無料

※申込み不要です。直接会場までお越しください。

☆「リサイクル市」を開催します

保管期間の過ぎた雑誌や不用図書を無料で市民の方々

に提供します。

期間 ９月21日（金）～９月30日（日）

（※なくなり次第終了）

場所 板間のハコ

※当日午前９時より館内にて整理券を配布します。また、

冊数制限があります。予めご了承ください。

☆出張図書館（広域サービス）

図書館では、木屋平地区への広域サービスを行ってい

ます。利用カードの発行や本の貸出・返却などが出来ま

すので、ぜひ、お越しください。

日程 ９月20日（木）

時間 正午～午後２時

場所 美馬市木屋平総合支所３階図書室

☆おはなし会

毎月第２・４土曜日、ボランティアグループやスタッ

フによるおはなし会♪

絵本や紙芝居など楽しいお話がいっぱい。ぜひお越し

ください。

９月22日、10月13日（土） 午後２時～２時30分

☆美馬和傘の展示

図書館エントランスにて、美馬和傘製作集団と美馬市

地域おこし協力隊・江本恵さんによる、美馬和傘とラン

プシェードの展示を行っています。ぜひ、ご覧ください。

期間 ９月１日（土）～11月４日（日）

場所 美馬市立図書館 エントランス

時間 午前９時～午後７時
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平日、日曜日開 所 日

午前９時３０分から午後６時まで開所時間

土曜日、祝日、年末年始
（１２月２９日から翌年１月３日まで）

閉 所 日

脇町市民サービスセンター（脇町庁舎窓口）は
美馬市地域交流センター（旧パルシー）内へ移転しています！

脇町市民サービスセンターの開所日時

※日曜日が祝日の場合は、日曜日に開所し、翌日

の振替休日を閉所します。

※市役所担当課での処理や他市町村への照会が必

要となる業務は、対応できない場合があります。

【問い合わせ先】脇町市民サービスセンター緯５２－５６００

【問】市民・人権課緯５２－８００１思５２－１１５９
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情報ボックス

お
知
ら
せ

馬
市
民
地
域
防
災
訓
練
を
実
施

し
ま
す
。

ま
た
、
当
日
は
防
災
用
品
の

展
示
や
、
住
宅
の
耐
震
相
談
な

ど
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
る
予
定

で
す
。
ど
な
た
で
も
見
学
は
自

由
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

訓
練
当
日
は
、
サ
イ
レ
ン
吹

鳴
な
ど
に
よ
り
会
場
付
近
の
近

隣
住
民
の
皆
さ
ん
に
は
大
変
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご

理
解
・
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

▼
日
時

10
月
７
日
（
日
）

午
前
９
時
～
午
後
０
時
30
分

▼
場
所

旧
郡
里
小
学
校

Ӓ問
危
機
管
理
室

緯
５
２

－

１
６
７
７

行
政
相
談
週
間
～
あ
な
た
の
声

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
～

行
政
相
談
週
間
っ
て
？

行
政
相
談
週
間
は
、
行
政

相
談
制
度
を
広
く
国
民
の
皆

さ
ま
に
お
知
ら
せ
す
る
こ
と

で
、
お
気
軽
に
制
度
を
利
用

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
総

務
省
が
全
国
一
斉
に
実
施
し

て
い
る
も
の
で
す
。

10
月
10

15
日
か
ら

10

15

21
日
は
、「
行

政
相
談
週
間
」
で
す
。

そ
れ
に
先
立
ち
、
美
馬
市
で

は
、
次
の
日
程
で
相
談
所
を
開

設
し
て
い
ま
す
。

行
政
の
仕
事
に
つ
い
て
苦
情

が
あ
る
、
納
得
い
か
な
い
、
ど
こ

に
相
談
し
た
ら
い
い
の
か
分
か

ら
な
い
、
制
度
や
仕
組
み
が
分

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方

▼
引
き
落
と
し
日

10
月
１
日
（
月
）

※
預
貯
金
残
高
の
確
認
を
お
願

い
し
ま
す
。

Ӓ問
保
険
健
康
課
（
保
険
年
金
担
当
）

緯
５
２

－

５
６
０
１

「
美
馬
市
防
災
の
手
引
き
」
を
活

用
し
よ
う
！

美
馬
市
で
は
、
災
害
か
ら
い

の
ち
を
守
る
た
め
に
、「
美
馬
市

防
災
の
手
引
き
」
を
作
成
・
配
布

し
て
い
ま
す
。
災
害
は
い
つ
起

こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
危
険

な
場
所
の
把
握
、
避
難
所
の
位

置
の
再
確
認
な
ど
を
行
い
、
災

害
へ
の
備
え
を
欠
か
さ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

Ӓ問
危
機
管
理
室

緯
５
２

－

１
６
７
７

美
馬
市
民
地
域
防
災
訓
練

実
施

美
馬
市
で
は
、
住
民
の
防
災

意
識
の
高
揚
、
自
主
防
災
組
織

の
強
化
育
成
に
よ
る
地
域
防
災

力
の
向
上
を
目
的
と
し
て
、
美

平
成
30
年
度
国
民
健
康
保
険
税

第
３
期
、
固
定
資
産
税
第
３
期

の
納
期
限
に
つ
い
て

納
付
書
で
納
付
さ
れ
る
方

▼
納
期
限

10
月
１
日
（
月
）

※
納
期
内
納
付
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方

▼
引
き
落
と
し
日

10
月
１
日
（
月
）

※
預
貯
金
残
高
の
確
認
を
お
願

い
し
ま
す
。

▼
納
付
場
所
（
共
通
）

阿
波
銀
行
、
美
馬
農
業
協
同

組
合
、
徳
島
銀
行
、
四
国
銀
行
、

み
ず
ほ
銀
行
（
徳
島
支
店
）、

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・
郵
便
局
（
四

国
内
）、
会
計
課
、
各
市
民

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
木
屋

平
総
合
支
所

Ӓ問
税
務
課
（
徴
収
担
当
）

緯
５
２

－

５
６
０
３

平
成
30
年
度
後
期
高
齢
者
医
療

第
２
期
の
納
期
限
に
つ
い
て

納
付
書
で
納
付
さ
れ
る
方

▼
納
期
限

10
月
１
日
（
月
）

▼
納
付
場
所

阿
波
銀
行
、
美
馬
農
業
協
同

組
合
、
徳
島
銀
行
、
四
国
銀
行
、

み
ず
ほ
銀
行
（
徳
島
支
店
）、

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・
郵
便
局
（
四

国
内
）、
会
計
課
、
各
庁
舎
・

市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
窓

口
※
納
期
内
納
付
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

か
ら
な
い
な
ど
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
相
談
料
は
無
料
で
、
秘

密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

Ӓ問
ふ
る
さ
と
振
興
課

緯
５
２

－

８
０
０
９

場 所日 時氏 名担当地区

美馬市民サービスセンター
102会議室

１０月５日（金）
午前９時30分～正午

田邊 博美美 馬

美馬市地域交流センター
ミライズ１Ｆ 会議のハコ

１０月１５日（月）
午前９時～正午

伊良原和夫脇 町

穴吹農村環境改善センター
会議室３

１０月１６日（火）
午前９時～正午

大石 雅生穴 吹

木屋平総合支所
１０月１０日（水）
午前９時～正午

津川 定木屋平
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１

団
体
や
グ
ル
ー
プ
で
テ
ー

マ
を
決
め
る

美
馬
市
に
在
住
、
在
職
、
在

学
す
る
お
お
む
ね
10
人
以
上

が
参
加
予
定
の
団
体
や
グ

ル
ー
プ
で
11
ジ
ャ
ン
ル

11

68

テ
ー
マ
の
中
か
ら
ご
希
望
に

よ
り
お
選
び
い
た
だ
け
ま
す
。

２

ふ
る
さ
と
振
興
課
に
申
込

書
を
提
出

３

ふ
る
さ
と
振
興
課
か
ら
担

当
課
職
員
（
講
師
）
へ
日
時
・

内
容
を
調
整

４

出
前
座
談
会
実
施

も
っ
ぱ
ら
苦
情
や
要
望
・
陳
情

軸
雫

宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍

を
お
伺
い
す
る
場
で
は
ご
ざ
い

軸
雫

宍
宍

宍
宍
宍

宍
宍
宍
宍

宍
宍
宍
宍

宍
宍
宍
宍

宍
宍
宍
宍

宍
宍
宍
宍

宍
宍
宍
宍

宍
宍
宍
宍

宍
宍
宍
宍

宍
宍
宍
宍

宍
宍
宍
宍

宍

ま
せ
ん
の
で
、
趣
旨
を
ご
理
解

軸
雫

宍
宍

宍
宍
宍

宍
宍
宍
宍

宍
宍
宍
宍

宍
宍
宍
宍

宍
宍
宍
宍

宍
宍
宍
宍

宍
宍
宍
宍

宍
宍
宍
宍

宍
宍
宍
宍

宍
宍
宍
宍

宍
宍
宍
宍

宍

の
上
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
政

軸
雫

宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍
宍

治
、
宗
教
ま
た
は
営
利
を
目
的

と
す
る
場
合
は
、
お
申
込
み
い

た
だ
け
ま
せ
ん
。

Ӓ問
ふ
る
さ
と
振
興
課

緯
５
２

－

８
０
０
９

「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く

じ
」年

５
回
販
売
の
大
型
の
宝
く

じ
の
ひ
と
つ
で
、
組
・
番
号
な
ど

が
あ
ら
か
じ
め
印
刷
さ
れ
た
宝

く
じ
券
を
購
入
し
、
後
日
の
抽

選
で
決
定
し
た
当
選
番
号
と
一

致
し
た
ら
当
選
金
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
タ
イ
プ
の
宝
く
じ

で
す
。

Ӓ問
（
公
社
）
徳
島
県
環
境
技
術
セ

ン
タ
ー

緯
０
８
８

－

６
３
６

－

１
２

３
４

（
お
客
様
相
談
室
）

緯
０
８
８

－

６
３
６

－

１
１

７
７

収
入
保
険
の
加
入
申
請
を
受
付

中
農
業
者
の
収
入
減
少
を
補
償

す
る
新
た
な
保
険
「
収
入
保
険
」

の
加
入
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

「
収
入
保
険
」
は
自
然
災
害
や
病

害
虫
に
よ
る
収
量
減
少
、
市
場

の
価
格
低
下
、
け
が
や
病
気
で

収
穫
が
で
き
な
か
っ
た
等
様
々

な
リ
ス
ク
か
ら
農
業
者
の
収
入

を
補
て
ん
す
る
保
険
で
す
。
青

色
申
告
を
さ
れ
て
い
る
農
業
者

が
対
象
と
な
り
ま
す
。
平
成
31

年
開
始
分
の
申
込
期
限
は
平
成

30
年
30

11
月
末
ま
で
と
な
り
ま
す
。

Ӓ問
徳
島
県
農
業
共
済
組
合

本
所

緯
０
８
８

－

６
２
２

－

７
７

３
１

西
部
支
所

緯
０
８
８
３

－

５
２

－

３
３

０
１

出
前
座
談
会
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
！美

馬
市
の
政
策
や
事
業
に
つ

い
て
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
希

望
に
基
づ
き
、
職
員
が
直
接
説

明
を
行
い
、
意
見
交
換
を
行
う

こ
と
で
、
市
民
と
行
政
の
共
創

と
協
働
を
進
め
よ
う
と
す
る
も

の
で
す
。

煙
結
核
と
は

咳
や
く
し
ゃ
み
で
飛
び
散
る

し
ぶ
き
に
ま
じ
っ
た
結
核
菌
を

肺
の
中
へ
吸
い
込
む
こ
と
で
感

染
し
ま
す
。
た
だ
し
、
感
染
し

て
も
免
疫
の
力
に
よ
り
、
発
病

す
る
の
は
１
～
２
割
の
人
で
す
。

ま
た
、
発
病
し
て
も
、
確
実
に

服
薬
す
る
こ
と
に
よ
り
、
比
較

的
短
期
間
で
治
療
が
可
能
に
な

り
ま
し
た
。

煙
結
核
の
症
状

咳
、
た
ん
、
発
熱
、
体
の
だ
る

さ
、
胸
痛
、
体
重
減
少
な
ど
。

煙
結
核
を
ふ
せ
ぐ
た
め
に
は

２
週
間
以
上
、
右
記
の
症
状

が
続
い
た
ら
、
早
め
に
医
療
機

関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
定
期
的
に
結
核
検
診

を
受
け
て
早
期
発
見
す
る
こ
と

も
大
切
で
す
。

Ӓ問
美
馬
保
健
所（
健
康
増
進
担
当
）

緯
５
２

－
１
０
１
６

浄
化
槽
法
定
検
査
の
お
知
ら
せ

浄
化
槽
法
の
規
定
に
よ
り
、

浄
化
槽
を
設
置
さ
れ
て
い
る
方

は
、
１
年
に
１
回
、
浄
化
槽
の
水

質
に
関
す
る
検
査
（
法
定
検
査
）

を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

（
業
者
が
行
う
保
守
点
検
・
清
掃

と
は
別
で
す
。）

次
の
期
間
、
徳
島
県
知
事
指

定
検
査
機
関
で
あ
る
、（
公
社
）

徳
島
県
環
境
技
術
セ
ン
タ
ー
か

ら
対
象
施
設
に
は
申
込
書
を
送

付
し
、
連
絡
・
訪
問
し
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
期
間

９
月
13
日
（
木
）
～

９
月
21
日
（
金
）

９
月
10
日
～

10

16
日

自
殺
予
防

週
間自

殺
を
図
る
人
の
多
く
は
、

何
ら
か
の
こ
こ
ろ
と
身
体
の
不

調
や
病
気
（
う
つ
病
な
ど
）
を
抱

え
、
周
囲
に
サ
イ
ン
を
出
し
て

い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
眠
れ
な
い
」「
食
欲
が
な
い
」

な
ど
、
皆
さ
ん
や
皆
さ
ん
の
ま

わ
り
の
人
で
、
あ
て
は
ま
る
方

は
い
ま
せ
ん
か
？
心
の
不
調
が

見
ら
れ
る
場
合
は
、
精
神
科
や

専
門
機
関
な
ど
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。

心
の
健
康
相
談
に
つ
い
て

精
神
科
医
に
よ
る
相
談
が
無

料
で
受
け
ら
れ
ま
す
。
ご
家
族

が
相
談
に
来
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

自
宅
へ
訪
問
す
る
こ
と
も
可
能

で
す
の
で
、
ま
ず
は
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

煙
精
神
科
医
に
よ
る
相
談

毎
月
第
１
・
３
水
曜
日

午
前
９
時
～
午
後
４
時
（
要
予
約
）

Ӓ問
美
馬
保
健
所（
健
康
増
進
担
当
）

緯
５
２

－

１
０
１
８

9
月
24
日
か
ら

24

30
日
は
「
結
核
予

防
週
間
」
で
す
！

結
核
は
過
去
の
病
気
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

今
で
も
年
間
約
１
万
８
千
人

が
結
核
と
診
断
さ
れ
登
録
さ
れ

る
、
日
本
の
重
大
な
感
染
症
で

す
。厚

生
労
働
省
に
お
い
て
、
９

月
24
日
～
９
月

24

30
日
を
結
核
予

防
週
間
と
し
て
位
置
づ
け
、
結

核
に
対
す
る
正
し
い
理
解
を
得

る
た
め
の
普
及
啓
発
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
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国
際
交
流
員
出
前
講
座
の
お
知

ら
せ国

際
交
流
員

張

曙
薇
（
チ
ョ

ウ

シ
ョ
ビ
）

さ
ん
（
中
国
雲
南
省
出

身
）
と
交
流
す
る
出
前
講
座
の
開

催
を
希
望
す
る
団
体
等
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

自
治
会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
趣

味
の
会
や
サ
ー
ク
ル
な
ど
の
活

動
で
国
際
交
流
員
と
交
流
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

▼
講
座
内
容

中
国
の
文
化
に

つ
い
て
な
ど
（
1
時
間
程
度
・

日
本
語
）

※
意
見
交
換
会
な
ど
、
内
容
は

相
談
に
応
じ
ま
す
。

※
開
催
日
は
原
則
と
し
て
、
平

日
の
午
前
10
時
～
午
後
４
時

の
間
と
し
ま
す
。

▼
対
象
範
囲

市
内
に
在
住
、

ま
た
は
在
学
し
て
い
る
方
の

10
～
10

40
人
程
度
の
団
体
、
グ

ル
ー
プ
。
た
だ
し
、
政
治
・
宗

教
・
営
利
を
目
的
と
し
た
団
体
、

会
議
等
な
ど
は
除
き
ま
す
。

▼
申
し
込
み

開
催
希
望
日
の

２
週
間
前
ま
で
に
申
請
書
に

て
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

Ӓ問
総
務
課
緯
５
２

－

１
２
１
２

後
期
初
級
パ
ソ
コ
ン
教
室
受
講

生
募
集

▼
昼
の
部
（
入
門
編
）

午
後
１
時
30
分
～

午
後
３
時
30
分

煙
初
め
て
パ
ソ
コ
ン
を
学
ぶ
方

向
け
で
、
電
源
の
入
れ
方
か

ら
始
め
て
、
簡
単
な
文
書
作

成
や
表
計
算
な
ど
を
学
び
ま

す
。

▼
夜
の
部
（
応
用
編
）

午
後
７
時
～
午
後
９
時

煙
過
去
に
、
入
門
編
を
受
講
さ

れ
た
方
が
対
象
で
、
ワ
ー
ド

や
エ
ク
セ
ル
を
使
っ
て
、
実

用
的
な
文
書
作
成
や
表
計
算

な
ど
の
操
作
方
法
を
学
び
ま

す
。

▼
開
講
日

10
月
10

19
日
か
ら
３
月

22
日
ま
で
の
毎
週
金
曜
日
（
全

20
回
）

▼
場
所

美
馬
文
化
会
館

▼
受
付

９
月
27
日
（
木
）
～

27

10

月
４
日
（
木
）【
土
・
日
を
除

く
】

▼
料
金

無
料

▼
定
員

昼
・
夜

各
８
人
（
先

着
順
）

▼
対
象
者

美
馬
市
在
住
の
満

18
歳
以
上
の
方
（
学
生
除
く
）

Ӓ問
美
馬
文
化
会
館

緯
６
３

－

４
６
４
６

美
馬
市
民
デ
ー
開
催

Ｊ
２
リ
ー
グ
第
33
節

徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
VS
Ｆ
Ｃ
岐
阜

美
馬
市
民
デ
ー
が
開
催
さ
れ

ま
す
。

広
報
「
み
ま
」
や
保
険
証
、
学

生
証
等
、
美
馬
市
に
在
住
・
在
学

開
催

し
て
い
る
こ
と
を
証
明
で
き
る

も
の
当
日
持
参
し
、
ホ
ー
ム
タ

ウ
ン
チ
ケ
ッ
ト
ブ
ー
ス
ま
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

９
月
15
日
（
土
）

午
後
７
時
キ
ッ
ク
オ
フ

（
場
外
イ
ベ
ン
ト
は
、
午
後
４
時

よ
り
開
催
）

▼
場
所

鳴
門
・
大
塚
ス
ポ
ー
ツ

パ
ー
ク

ポ
カ
リ
ス
エ
ッ
ト

ス
タ
ジ
ア
ム

美
馬
市
在
住
（
在
学
）
の
小
中

高
生
な
ら
、
Ａ
自
由
席
・
ホ
ー
ム

自
由
席
が
無
料
。

美
馬
市
在
住
者
（
大
人
）
は
、

Ａ
自
由
席
１
，
５
０
０
円
、
ホ
ー

ム
自
由
席
１
，
０
０
０
円
の
優

待
価
格
で
入
場
可
。

Ӓ問
ふ
る
さ
と
振
興
課

緯
５
２

－

８
０
０
９

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
講
演
会
「
自
殺
で

家
族
を
亡
く
す
と
は
～
自
殺
の

実
態
と
遺
族
支
援
～
」

社
会
福
祉
法
人
徳
島
県
自
殺

予
防
協
会
が
毎
年
開
催
し
て
い

る
チ
ャ
リ
テ
ィ
講
演
会
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

▼
日
時

①
９
月
29
日
（
土
）

午
後
１
時
30
分
（
開
場
）
～

②
９
月
30
日
（
日
）

午
前
９
時
30
分
（
開
場
）
～

▼
場
所

①
阿
南
市
文
化
会
館

②
徳
島
県
医
師
会
館

▼
料
金

前
売
入
場
券

大
人
１
，
０
０
０
円
（
当
日
１
，

２
０
０
円
）

学
生
８
０
０
円
（
当
日
１
，
０

０
０
円
）

※
小
中
学
生
無
料

Ӓ問
社
会
福
祉
法
人
徳
島
県
自
殺

予
防
協
会
事
務
局

緯
０
８
８

－

６
５
２

－

６
１

７
１

第
58
回
全
国
国
保
地
域
医
療
学

会
市
民
公
開
講
座

ジ
ャ
ズ
シ
ン
ガ
ー
の
綾
戸
智

恵
さ
ん
が
「
介
護
す
る
方
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
～
私
と
家
族
が
健

康
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
～
」
を

テ
ー
マ
に
講
演
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時

10
月
６
日
（
土
）

午
後
３
時
～
（
開
場

午
後
２

時
30
分
～
）

▼
場
所

ア
ス
テ
ィ
と
く
し
ま

多
目
的
ホ
ー
ル

▼
参
加
費

無
料

Ӓ問
第
58
回
全
国
国
保
地
域
医
療

学
会
事
務
局

緯
０
８
８

－

６
０
２

－

７
７

７
４

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・
ウ
ォ
ー
ク
交
流

大
会

▼
開
催
日

10
月
10

13
日
（
土
）

▼
場
所

四
国
三
郎
の
郷
ふ
れ

あ
い
広
場

▼
期
限

９
月
30
日
（
日
）
ま
で

に
事
前
申
し
込
み
が
必
要

▼
料
金

５
０
０
円

▼
申
し
込
み

と
く
し
ま
ノ
ル

デ
ィ
ッ
ク
協
会
へ
申
し
込
み

募
集
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▼
申
込
方
法

電
話
・
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
・
メ
ー

ル
の
い
ず
れ
か

そ
の
際
に
、
①
講
座
名
②
氏

名
③
住
所
④
電
話
番
号
を
お
伝

え
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限

10
月
９
日
（
火
）

Ӓ問
西
部
総
合
県
民
局
地
域
創
生
部

（
担
当

小
笠
・
原
田
）

緯
５
３

－

２
０
１
０

思
５
３

－

２
４
３
４

死s
e
i
b
u
_
c
_
m
m
@
p
r
e
f
.
t
o
k
u
s

hima.jp

▼
対
象
者

60
歳
以
上
（
昭
和

60

34

年
以
前
生
ま
れ
）

Ӓ問
と
く
し
ま
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・

ウ
ォ
ー
ク

緯
０
９
０

－

３
７
８
２

－

４
３

２
５

地
域
づ
く
り
実
践
講
座
「
う
だ
つ

の
町
並
み
と
中
世
の
阿
波
と
藍
」

の
開
催
に
つ
い
て

徳
島
県
立
総
合
大
学
校
「
ま
な

び
ー
あ
徳
島
」
西
部
校
で
は
、
中

世
の
阿
波
の
歴
史
と
藍
に
つ
い

て
の
講
演
や
う
だ
つ
の
町
並
み

の
散
策
を
と
お
し
て
、「
徳
島
の

藍
」
に
つ
い
て
学
ん
で
い
た
だ
く

講
座
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時

10
月
10

21
日
（
日
）

午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時

（
午
後
１
時
か
ら
受
付
）

▼
開
催
場
所

美
馬
市
地
域
交

流
セ
ン
タ
ー

ミ
ラ
イ
ズ
１

階
「
活
動
の
ハ
コ
」

▼
講
座
内
容

講
演
「
中
世
の
阿
波
と
藍
～
何

が
近
世
阿
波
藍
の
繁
栄

を
も
た
ら
し
た
か
～
」

講
師

須
藤
茂
樹
氏
（
四
国
大

学
文
学
部
教
授
）（
１

時
間
程
度
）

※
講
演
の
前
後
に
は
、
ミ
ラ

イ
ズ
の
見
学
、
う
だ
つ
の

町
並
み
散
策

▼
定
員

72
名

※
定
員
を
超
え
る
応
募
が

あ
っ
た
場
合
は
抽
選

▼
受
講
料

無
料

●
次
の
方
か
ら
美
馬
市
社
協
善

意
銀
行
に
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

香
典
返
し
寄
附

三
橋

俊
二
様
（
小
長
谷
）

い
た
だ
い
た
寄
附
は
大
切
に

使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
次
の
方
か
ら
本
市
に
絵
画
（
油

絵
）
３
点
の
寄
贈
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

寄
贈關

京
子
様
（
紫
床
南
）

寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
油
絵

は
、
穴
吹
庁
舎
で
展
示
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

寄
附
・
寄
贈
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相談

●平成30年度「全国一斉！法務局休日相談所（徳島地方法務局）」の開設

「未来につなぐ相続登記講演会」の開催について

徳島地方法務局では、１０月７日（日）に法務局休日相談所の開設と講演会を開催します。是非ご来場

ください。休日相談所では、土地・建物の登記に関することや、子どものいじめ問題等、困りごとや悩

み事を気軽に相談することができます。また、講演会では、司法書士による相続登記、公証人による遺言

制度等についての講演が予定されています。なお、相談所、講演会の参加には原則として事前予約が必

要です。申込者多数の場合は、申込期間内であっても締め切らせていただく場合がありますのでご了承

ください。

Ӓ問徳島地方法務局総務課緯０８８－６２２－４３１８

日 時場 所内 容

10月７日（日）
午前10時～午後３時

徳 島 地 方 法 務 局
６ 階 会 議 室

休 日 相 談 所

10月７日（日）
午前10時～午前11時50分

徳 島 地 方 法 務 局
３ 階 会 議 室

講 演 会 予約申込期間
10月５日まで
午前９時～午後５時まで
（土日祝除く）

※事前予約が必要
※駐車場あり

日 時場 所内 容

毎週月曜日
午後２時～午後４時

三 島 会 館

総 合 案 内

毎週火曜日
午前９時30分～午前11時30分

美馬文化会館

毎週水曜日 午前10時～正午木屋平総合支所

毎週木曜日
午前９時30分～午前11時30分

社会福祉協議会

毎週木曜日
午後２時～午後４時

宮内交流の里

毎月第３水曜日
午後１時～午後４時

社会福祉協議会
弁 護 士 相 談

（要予約）

毎月第１・４水曜日
午後１時～午後４時

社会福祉協議会
司 法 書 士 相 談

（要予約）

毎月第２水曜日
午後１時～午後４時

社会福祉協議会
土地家屋調査士相談

（要予約）

毎月第３木曜日
午前９時30分～午前11時30分

社会福祉協議会
結 婚 相 談

（要予約）

●暮らしサポートみま Ӓ問社会福祉協議会緯５３－７８３０ ●休日税務相談
Ӓ問税務課（課税担当）
緯５２－５６０２
（徴収担当）
緯５２－５６０３

内容 市税についての相談
場所 税務課
日時 ９月30日（日）

午前９時～午後４時
○必要なもの（代理人の場合は委任
状が必要）

▼納税について
煙収入が確認できる書類（給与明
細書 等）

煙支出を証明できる書類（各種
ローン明細 等）

煙預貯金通帳 煙生命保険証書等
煙印鑑

▼課税について
煙納税通知書または課税明細書
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●弁護士相談 Ӓ問美馬文化会館緯６３－４６４６

日 時場 所内 容

10月10日（水）
午前11時～正午

美馬文化会館
離婚・相続・借金
などの生活相談

※予約制、２人まで。相談は無料。

日 時場 所内 容

10月10日（水）
午前９時～正午

地域交流センター
「 ミ ラ イ ズ 」

人権に関する
相 談

美馬文化会館

三 島 会 館

木屋平総合支所

●特設人権相談 Ӓ問市民・人権課緯５２－８００１

●行政相談 Ӓ問ふるさと振興課緯５２－８００９

日 時場 所内 容

第１金曜日
午前９時30分～正午

美馬町サービスセンター
102会議室

困ったこと、苦情や意見・要望
など

第２水曜日
午前９時～正午

つるぎの里（奇数月）

木屋平複合施設（偶数月）

第３火曜日
午前９時～正午

穴吹農村環境改善センター
会議室３

※脇町は相談員が随時
受け付け

●徳島県よろず支援拠点in美馬市 経営相談会

Ӓ問・Ӓ申徳島県よろず支援拠点緯０８８－６５４－０１０３ 思０８８－６５３－７９１０
死yorozu＠our-think.or.jp

企業応援課 緯５２－１２６３ 思５２－１２００
死kigyououen＠mima.i-tokushima.jp

日 時場 所内 容

９月26日（水）
午後２時～午後７時

穴吹農村環境改善センター
１階 会議室３

煙経営相談
煙経営課題解決へのサポート

中小企業・小規模事業所の起業から商品開発、販路拡大、ＩＴのビジネス活用、事業継承などの経営

相談を無料で行う。※同会場にて、事業承継セミナーも実施。

※開催日当日の正午までに、電
話、ファクシミリまたは電子
メールにて予約申し込みを
行ってください。（予約優先）

●「あわ地域若者サポートステーション」相談ブース

Ӓ問あわ地域若者サポートステーション緯０８８－６３７－７５５３

「働くこと」を希望している15歳～39歳までの若者を対象に、これからのことを一緒に考えます。子

どもの自立に悩むご家族の相談も実施しています。

日 時場 所内 容

９月25日（火）
午後１時～午後４時30分

ハローワーク美馬
「働くこと」を希望している若者
との相談

※事前予約制。
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お誕生

柴床北
将太
麻衣Q福原 碧唯

あ お い

柴床南
弘則
絵美R中川 結晴

ゆ の は

原
剛史
安理佐Q黒部 蒼

そう

新町
康平
美由紀R朝倉 未奈

み な

木ノ内
太作
静香R近藤 杏

あん

新町
賢功
美穂Q木下 湧道

わくみち

Q男の子
R女の子

西岡ヨシコ（95）

松原 敏夫（81）

松本ユキコ（93）

西野 弘二（40）

藤田トシ子（94）

岸 邦延（88）

井川 良吉（91）

三好フミ子（101）

藤澤 正信（90）

藤本 啓希（40）

岡山 正代（91）

井川 利勝（76）

西原タケ子（83）

原 宗一（90）

岩倉

中宗重西

神田

柴床北

東宗重南

宮原

井川

清水上

沼田

開拓

宮内東

井川

駅西

盤若

藤本 裕行（65）

佐藤イシノ（94）

篠原 幸子（87）

藤田ノブ子（94）

新居加代子（68）

森脇 公次（44）

柿窪ミサコ（84）

小泉 照子（77）

松尾 覺（92）

谷 富子（93）

小川 隆（70）

三橋 信孝（91）

平成30年6月1日～6月30日受付分

八木小太郎（92）

宗ノ分

大木原

貞安

星條

北岡１

東渓

太合奥

渕名２

拝西第一

常盤

小星

川原町Ӓ美

庄

平成30年7月1日～平成30年7月31日受付分（敬称略）

美馬市人口統計 平成30年８月1日現在 （ ）内は前月比

人口（日本人）

人口（外国人）

29,250人（-33）

361人（+15）

日本人Ӓ౳

外国人Ӓ౳

13,988人（-08）

121人（+01）

世帯数 12,797（+09）日本人Ӓ੫

外国人Ӓ੫

15,262人（-25）

240人（+14）

お く や み宗ノ分
直記
ゆかりQ平 翔守

しょうま

西成戸
佑亮
千恵Q蔦 真都

な お と

宗ノ分
勝
結子Q大上 晴輝

は る き

猿坂
泰則
真弥Q長江 隼音

は や と

稲田町
靖人
早苗Q秦 捺綺

な つ き

山路
勢希
容子Q吉田 壮佑

そうすけ

拝東北
和哉
典子Q尾形 和希

か ず き

悪質な海外ネット通販 !
愚

寓

喰

隅

虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞

遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇
空 偶

通販サイトに欲しいブランドのシューズがあり、安価だったので、クレジットカード決済で購入し

た。商品が届かないのでサイトをよく確認したところ、住所や電話番号がないことに気づいた。また、

メールアドレスもフリーメールだった。商品説明が日本語だったので安心だと思い込んでいた。

困ったときは速やかにご相談ください。
煙場所 地域交流センター1階 『相談のハコ』
煙相談時間 午前９時30分～午後４時

（土、祝、年末年始を除く）
【問】美馬地区消費生活センター緯５３－１５４１

●URLがhttp://～（httpの次にsがない）

※アドレスがhttps://～から始まるサイト、

マークが表示されるサイトはSSL通信を

使っているためデータが暗号化されます。

こういうサイトは注意して!!
●連絡先のメールアドレスがフリーメール

（例）×××＠yahoo.co.jp

×××＠gmail.com

×××＠hotmail.com など

●日本語が不自然

（例）「不良、不備が御座ります」「品質の面において

ご保証します」「たいへんようこそ!」

●電話をかけるとアナウンスが流れるだけで誰もでない
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15149/13犬・ねこの避妊・去勢手術の助成制度

10/1（月）～10/31（水）（P7）

市内一斉清掃実施 脇地区（P8）

美馬和傘の展示 11/4（日）まで（P17）

暮らしサポートみま 総合案内（P23）

煙えいごでおはな
し会（P17）

煙美馬市市民デー
（P21）

煙美馬市DIY体験
イベント

煙英会話教室受講
者募集締切

国 見 医 院
緯（穴）５２-１２４３

多田クリニック
緯（脇）５３-１７１７

おおた整形外科クリニック
緯（脇）５３-２５７６

22212019181716
煙おはなし会（P17）煙「リサイクル市」

開催（P17）
煙我が家のアイドル
締切（P16）

煙出張図書館（広
域サービス）（P17）

煙行政相談（穴吹）
（P24）

煙みんなでシネマ
「怪盗グルーの
月泥棒」（P17）

煙美馬市DIY体験
イベント

煙みましりつと
しょかん将棋サ
ロン（P17）

武原外科整形外科医院
緯（半）６４-２１１１

永 尾 病 院
緯（貞）６２-２０１２

田 村 医 院
緯（貞）６２-５１６６

谷 病 院
緯（貞）６２-２０５３

平野整形外科
緯（穴）５３-８５３０

つるぎ町立半田病院
緯（半）６４-３１４５

ホウエツ病院
緯（脇）５２-１０９５

29282726252423
煙チャリティー講
演会（P21）

煙はるな愛さん
講演会「私らし
く生きる」開催
（P18）

煙徳島県よろず支
援拠点in美馬市
経営相談会（P24）

煙「あわ地域若者
サポートステー
シ ョ ン」相 談
ブース（P24）

佐 々 木 医 院
緯（美）６３-２００１

木下内科循環器科
緯（美）６３-２２４５

木下（雅）医院
緯（美）６３-３１７１

林 眼 科
緯（貞）６２-５０５５

大 久 保 医 院
緯（半）６４-２０８８

つるぎ町立半田病院
緯（半）６４-３１４５

ホウエツ病院
緯（脇）５２-１０９５

６５４３２10/130
煙行政相談（美馬）
（P24）

煙後期初級パソコ
ン教室受講生募
集 受 付 締 切
（P21）

煙国保・固定資産
税第3期 納期
限（P19）

煙後期高齢者医療
第2期 納期限
（P19）

煙チャリティー講
演会（P21）

煙休日税務相談（P23）

佐 藤 内 科
緯（脇）５２-１０４５

酒巻耳鼻咽喉科医院
緯（脇）５３-２５２５

西条産婦人科
緯（脇）５２-０９８８

成田クリニック
緯（脇）５５-０３２１

美馬リハビリテーション病院
緯（美）６３-２０２６

折 野 病 院
緯（美）６３-２５６９

ホウエツ病院
緯（脇）５２-１０９５

13121110９８７
煙おはなし会（P17）
煙ノルディック・
ウォーク交流大
会（P21）

煙広報みま10月号発行煙特設人権相談（P24）
煙弁護士相談（P24）
煙行政相談（つる
ぎ・木屋平）（P24）

煙林家三平ふれあ
い会（P6）

煙市内一斉清掃実
施 穴吹・美馬
地区（P8）

煙美馬市民地域防
災訓練（P19）

岡 内 科 病 院
緯（脇）５２-０９８８

成 田 病 院
緯（脇）５２-１２５８

としま小児科
緯（脇）５３-６０１１

市橋内科医院
緯（脇）５３-８１０５

秦 眼 科
緯（脇）５２-３０１１

ホウエツ病院
緯（脇）５２-１０９５

つるぎ町立半田病院
緯（半）６４-３１４５

●お知らせ
●開催行事
●相談
●図書館イベント
●健（検）診

1817161514
煙行政相談（穴吹）
（P24）

おおた整形外科クリニック
緯（脇）５３-２５７６

桜 木 病 院
緯（脇）５２-２５８３

林クリニック
緯（脇）５２-１００１

脇町中央医院
緯（脇）５２-１５２９

つるぎ町立半田病院
緯（半）６４-３１４５

$ 市民カレンダーM

小 児 救 急 医 療 当 番 医 一 覧
曜日電話番号病 院 名

金 ・ 土 ・ 日 ・ 月（半）６４-３１４５つ る ぎ 町 立 半 田 病 院

火・水・木（ただし時間帯により当直医が対応）0883-７２-１１３１徳 島 県 立 三 好 病 院

○時間 日曜日は午前９時から翌日午前９時まで。

それ以外は午後６時から翌日午前９時まで。

※つるぎ町立半田病院の時間外選定療養費について

は、事前に電話でお問い合わせください。

※当番医は都合により変更される場合があります。

ご了承ください。

救急医療当番医

▲




